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●製品の仕様、付属品およびデザインは予告なく変更する場合があります。記載内容は 2020 年 7 月現在のものです。 
 

 

機能拡張ソフトウェア（AI 動体検知アプリケーション） 

 WV-XAE200W 

 
■概要 

 
●機能拡張ソフトウェア WV-XAE200W（以下、本製品）は、AI ネットワークカメラ（別売り、以下カメラ）

をより便利にお使いいただくためのソフトウェアです。本製品をカメラにインストールし、解除キーを登録

することで、検知した動体を自動で判別する「AI 動体検知機能（以下、AI-VMD）」によりアラームなどを

発生することができます。 
●本製品は、カメラ 1 台ごとに必要です。 

●本製品の対応機種、ソフトウェアバージョンなどの情報は、以下の URL を参照してください。 

https://sol.panasonic.biz/security/support/info.html 
 

■特長 
 
検知条件による個別アラーム発生機能 

検知した動体が自動車（4 輪車）、バイクおよび自転車（2 輪車）、人物なのかを AI 技術により判別し、
以下の 4つの検知条件で動体を検知してアラームなどを発生することができます。 

・侵入検知：あらかじめ設定したエリアに動体が侵入したとき 
・滞留検知：あらかじめ設定したエリア内で、動体が一定時間以上滞留したとき 
・方向検知：あらかじめ設定したエリア内で、動体が指定した方向に移動したとき 
・ラインクロス：動体があらかじめ設定したラインを指定方向に超えたとき 

スケジュール機能 
スケジュール機能により、アラーム発生の時間やアラーム通知の時間を設定することができます。 

 

 

■運用画面例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●アラームアイコン 
AI-VMD で動体を検知すると、アラームアイコンが点灯します。 

   ●検知枠 (赤枠、青枠) 
動体を検知したとき、この動体を青色の枠で表示します。検知した動体が検知エリアへ侵入してアラームが 
発生すると、この動体を赤色の枠で表示します。 

   ●軌跡 
アラーム枠（赤枠）が動いた軌跡を緑色の線で表示します。直近の約３秒間の軌跡を表示します。 
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■仕様 
 

検知条件数 2 つまで設定可能（検知設定 1、検知設定 2） 
検知エリア設定数 最大 8 つ 
検知オブジェクト 人物、二輪車（バイク、自転車）、車（普通自動車、バス、トラック） 
検知モード 侵入検知、滞留検知、方向検知、ラインクロス 
感度設定 動体検知感度、人物判定感度、車判定感度、二輪車判定感度 
時間設定 侵入検知時間、滞留検知時間、方向検知時間 
奥行設定 有効（手動で設定）、無効（奥行を設定しない） 
AI-VMD 情報付加※1 Off、On(ライブ画表示なし)、On(ライブ画表示あり) 
付加情報種別※2 検知オブジェクト情報あり（アラーム枠情報）、検知オブジェクト情報あ

り（AI 枠情報）、検知オブジェクト情報無し 
スケジュール設定数 2 つまで設定可能（タイムテーブル 1、タイムテーブル 2） 

     ※1 映像データに付加する情報（検知枠、検知オブジェクト種別）、およびウェブブラザーの 
ライブ映像内に表示する情報（検知枠や軌跡）。 

     ※2 映像データに付加する情報、およびウェブブラウザ―のライブ映像内に表示する情報の種類。 
 
 

■制限事項 
 

以下のような場合、動きを検出しにくい、または失報や誤発報の原因になる場合があります。 
●背景と動いている被写体に輝度（明るさ）の差がない。 
●夜間など、映像の輝度が低い。 
●被写体の動きが速すぎる、または遅すぎる。 
●被写体が小さすぎる、または大きすぎる。 
●屋外、窓際など光線状態が変わりやすい。 
●日光・車のヘッドライトなどの外光が入る。 
●蛍光灯がちらつく。 
●カメラのドームに水滴や汚れが付いている。 
●被写体がカメラに向かってまっすぐ移動している。 
●移動物体が多すぎる。 
●カメラが揺れている。 
●天候が著しく悪い。 
●複数の人物が交差する。 
●検知エリアに影が入り込む。 
 
その他の注意事項を以下に記載します。 
●画面内に、木々の揺れ・車道（自動車の通る）・水面（反射光）などの誤検知要因が存在する場合、マスクエ

リアを設定することで、誤検知を減らすことができます。 
●AI-VMD の設定を行う際は、カメラの設置状況・予想される被写体の動きにあったエリア設定を行ったあと、

昼間と夜間にその動作を確認してください。 
●電源投入後、カメラの設定変更後、およびカメラの画角が変わった場合、約 1 分間は誤検知する場合があり

ます。 
●画面内に検知対象が存在している間は、指定時間おきにアラーム発報を繰り返します。そのため、メールや

独自アラームも指定時間おきに通知されます。 
●AI-VMD の設定、あるいはその結果で被る不便、損害、被害に関して弊社は一切の責任を負わないものとし

ます。 
●AI-VMD は、盗難、火災などを防止するための機能ではありません。万一発生した事故または損害に関して

弊社は一切の責任を負わないものとします。 
 
 


